
募集要項
開講科目

総合講義 超⾼齢社会とジェロントロジー
〜認知症の⽅が積極的に役割を持って

地域の中で⽣きる〜

■お問合せ 国際医療福祉大学 教務課 TEL：0287-24-3209（担当：江連・秋⽥）URL：https://otawara.iuhw.ac.jp/index.html

募集定員

50 名まで

受 講 料

¥3,000（8回講義）

国際医療福祉⼤学では、⼤学の⼀部の授業を「市⺠開放授業」として⼀般市⺠の⽅々に開放しています。

科目概要

本紙裏⾯の申込⽤紙を、⼤学教務課窓⼝へ持参、郵送
またはFAXで送付してください。
※申込⽤紙は、⼤学教務課窓⼝にあるほか、⼤学のホーム
ページからも取得できます。

１．9/25   ①「認知症を理解する」
（作業療法学科⻑ ⾕⼝敬道）
②「認知症になっても元気に⽣きる１」
（作業療法⼠ 関優樹）

２．10/ 2  ①「認知症になっても元気に⽣きる２」
（作業療法⼠ 関優樹）

②「認知症の⽅に寄り添うコミュニケーション」
(⾔語聴覚⼠ 佐藤妙⼦）

３．10/9   ①「加齢に伴う視機能の変化と眼疾病」
(眼科医 原直⼈）

②「認知症に⽤いる薬の種類と役割」
（薬剤師 辻稔）

４．10/16     「認知症の⼈とその家族に対するケア」
(社会福祉⼠ 須藤昌寛）

５．10/23    「脳活き活き！認知症予防アクティビティの実践」
（看護師 松本明美）

６．10/30    「認知症（予防）と運動
―なぜ、運動が脳にいいのか？」

（理学療法⼠ ⼩林薫）
７．11/ 6     「もの忘れ外来における認知症治療」

（国際医療福祉⼤学塩⾕病院
⾼齢者総合診療科 医師 岩本俊彦）

８．11/13  「認知症に関係する制度について」
（⼤⽥原市⾼齢者幸福課)

募集期間

開講期間

毎週⽔曜⽇18時00分〜19時30分（全8回）

◇詳細は⼤学のホームページでも確認いただけます。
https://otawara.iuhw.ac.jp/index.html

わが国の認知症⾼齢者の数は、2012年で462万⼈と推計
されており、2025年には約700万⼈、65 歳以上の⾼齢者の
約５⼈に１⼈に達することが⾒込まれている。今や認知症は、
誰もが関わる可能性のある⾝近な病気である。
認知症の⼈の意思が尊重され、できる限り住み慣れた地域の

よい環境で⾃分らしく暮らし続けることができ、誰もが真に⻑⽣き
を喜べる「⻑寿社会」の在るべき姿について、学び考える。

申込方法

担当教員 ： 各回講師の変わるオムニバス形式

9月25日(水) 11月13日(水)

8月1日(木) 8月23日(金) 17時

※講義回、講義内容は予定であり、変更となる可能性があります。



2019年度 国際医療福祉大学 市民開放授業 受講申込書

受講者
番号※ ※印の欄は記入しないでください。

フ リ ガ ナ

氏 名 性 別 男　・　女

西暦
生年 月日 年 月 日生 年 齢

〒

TEL FAX

電 話 ファックス

緊急時 TEL ＜任意＞

連絡先 E-mail
電話 （ ） 様方

登録者に休講情報等を配信します。

　（１）　広報おおたわらを見て知った。 当てはまる数字を○で囲んで下さい。

受講の 　（２）　国際医療福祉大学のホームページを見て知った。
きっかけ 　（３）　マスコミ情報（新聞、ネット記事等）を見て知った。

（複数回答可） 　（４）　知人からの紹介。
  （５）　リピート。過去に本学の授業を受けたことがある。
　（６）　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（１）利用を希望する 車 種 ・ 色
（２）利用を希望しない ナ ン バ ー
何れかを○で囲んで下さい。 （記入例）　プリウス　白　那須300　あ12-12

受講 科目

住 所

駐 車 場

総合講義　超高齢社会とジェロントロジー
～認知症の方が積極的に役割を持って地域の中で生きる～

〒324-8501 栃木県大田原市北金丸2600-1

FAX 0287-24-3100
TEL 0287-24-3209（教務課直通）

ご記入いただきました個人情報は 「市民開放授業」運営管理にのみ利用致します。又法令に基づくな
どの正当な理由がない限り、 第三者へ個人情報を提供することはありません。


